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   日出町告示第51号 

    平成22年第３回日出町議会定例会を次のとおり招集する 

       平成22年８月24日 

                                日出町長 工藤 義見 

   １ 期 日  平成22年９月１日 

   ２ 場 所  日出町議会議事堂 

────────────────────────────── 

   ○開会日に応招した議員 

池田 淳子君        藤井 博幸君 

工藤 健次君        安部 三郎君 

田原 忠一君        森  昭人君 

上野 公則君        後藤  佑君 

白水 昭義君        佐野 故雄君 

佐藤 隆信君        熊谷 健作君 

佐藤 二郎君        佐藤 克幸君 

笠置 久夫君        城 美津夫君 

────────────────────────────── 

   ○９月３日に応招した議員 

     

────────────────────────────── 

   ○９月27日に応招した議員 

     

────────────────────────────── 

   ○応招しなかった議員 

なし 

────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────────── 

平成22年 第３回（定例）日 出 町 議 会 会 議 録（第１日） 

平成22年９月１日（水曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

平成22年９月１日 午前10時00分開会  

         開会、開議の宣告 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 諸般の報告 

    日程第４ 行政報告 

    日程第５ 委員長報告 

         質疑・討論・採決 

    日程第６ 議案第39号 平成２２年度日出町一般会計補正予算（第２号）について 

    日程第７ 議案第40号 平成２２年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

               について 

    日程第８ 議案第41号 平成２２年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

について 

    日程第９ 議案第42号 平成２２年度日出町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第 

               １号）について 

    日程第10 議案第43号 平成２２年度日出町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

               １号）について 

    日程第11 議案第44号 平成２２年度日出町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ 

               いて 

    日程第12 議案第45号 平成２２年度日出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

               について 

    日程第13 議案第46号 平成２２年度日出町水道事業会計補正予算（第１号）について 

    日程第14 議案第47号 日出町的山荘の設置及び管理に関する条例の制定について 

    日程第15 議案第48号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部改正について 

    日程第16 議案第49号 字の区域の変更について 

    日程第17 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について 
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    日程第18 認定第１号 平成２１年度日出町一般会計歳入歳出決算、国民健康保険特別

会計、簡易水道特別会計、公共下水道事業特別会計、老人保健

特別会計、日出土地区画整理事業特別会計、漁業集落排水事業

特別会計、農業集落排水事業特別会計、介護保険特別会計及び

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

    日程第19 認定第２号 平成２１年度日出町水道事業会計決算の認定及び利益剰余金の

処分について 

    日程第20 報告第４号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断

比率の算定について 

    日程第21 報告第５号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比

率の算定について 

         提案理由の説明 

    日程第22 発議第３号 決算特別委員会の設置について 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

         開会、開議の宣告 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 諸般の報告 

    日程第４ 行政報告 

    日程第５ 委員長報告 

         質疑・討論・採決 

    日程第６ 議案第39号 平成２２年度日出町一般会計補正予算（第２号）について 

    日程第７ 議案第40号 平成２２年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

               について 

    日程第８ 議案第41号 平成２２年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

について 

    日程第９ 議案第42号 平成２２年度日出町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第 

               １号）について 

    日程第10 議案第43号 平成２２年度日出町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

               １号）について 
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    日程第11 議案第44号 平成２２年度日出町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ 

               いて 

    日程第12 議案第45号 平成２２年度日出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

               について 

    日程第13 議案第46号 平成２２年度日出町水道事業会計補正予算（第１号）について 

    日程第14 議案第47号 日出町的山荘の設置及び管理に関する条例の制定について 

    日程第15 議案第48号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部改正について 

    日程第16 議案第49号 字の区域の変更について 

    日程第17 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

    日程第18 認定第１号 平成２１年度日出町一般会計歳入歳出決算、国民健康保険特別

会計、簡易水道特別会計、公共下水道事業特別会計、老人保健

特別会計、日出土地区画整理事業特別会計、漁業集落排水事業

特別会計、農業集落排水事業特別会計、介護保険特別会計及び

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

    日程第19 認定第２号 平成２１年度日出町水道事業会計決算の認定及び利益剰余金の

処分について 

    日程第20 報告第４号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断

比率の算定について 

    日程第21 報告第５号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比

率の算定について 

         提案理由の説明 

    日程第22 発議第３号 決算特別委員会の設置について 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番  池田 淳子君        ２番  藤井 博幸君 

３番  工藤 健次君        ４番  安部 三郎君 

５番  田原 忠一君        ６番  森  昭人君 

７番  上野 公則君        ８番  後藤  佑君 

９番  白水 昭義君        10番  佐野 故雄君 

11番  佐藤 隆信君        12番  熊谷 健作君 
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13番  佐藤 二郎君        14番  佐藤 克幸君 

15番  笠置 久夫君        16番  城 美津夫君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長  名部 憲文君       次長  井川 功一君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 工藤 義見君  教育長 ………………… 石尾 潤治君 

会計管理者 …………… 塩川 三次君  総務課長 ……………… 工藤都四男君 

財政課長 ……………… 越智  好君  企画振興課長 ………… 吉良 正英君 

税務課長 ……………… 松木俊一郎君  住民課長 ……………… 酒井 保彦君 

福祉対策課長 ………… 合田  俊君  健康増進課長 ………… 八坂  司君 

生活環境課長 ………… 小石 英介君  商工観光課長 ………… 工藤 要一君 

都市建設課長 ………… 川西 求一君  上下水道課長 ………… 小石 好孝君 

農委事務局長 ………… 近藤 嘉登君  教育委員会教育総務課長 … 木付 尚巳君 

教育委員会学校教育課長 … 清家 健志君  生涯学習課長 ………… 寺岡 達一君 

代表監査委員 ………… 阿部 長夫君  監査事務局長 ………… 河野 王見君 

総務課長補佐 ………… 河野 晋一君  財政課長補佐 ………… 脇  英訓君 

────────────────────────────── 

午前10時01分開会 

○議長（城 美津夫君）  皆さん、おはようございます。平成２２年第３回日出町議会定例会を開

会するに当たり、一言ごあいさつ申し上げます。 

 議員各位におかれましては、何かと御多用のところ御出席を賜り、まことに御苦労に存じます。

今期定例会には、平成２２年度日出町一般会計補正予算などの議案１１件、諮問１件、認定２件、

報告２件が提出されています。議員各位には慎重に御審議を賜り、適切な議決をいただくととも

に、議事運営につきましても格別の御協力をお願いいたしまして、あいさつといたします。 

────────────・────・──────────── 

開会、開議の宣告 
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○議長（城 美津夫君）  ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達していますので、平成

２２年第３回日出町議会定例会を開会します。 

 これより本日の会議を開きます。 

 会議の議事は、お手元に配付しております議事日程により行います。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（城 美津夫君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、３番、工藤健次君、

１３番、佐藤二郎君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（城 美津夫君）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、先月２４日の議会運営委員会において、本日から９月

２７日までの２７日間という案を作成しましたが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日から９月

２７日までの２７日間に決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（城 美津夫君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 大分県町村議会議長会主催の研修会について報告いたします。 

 去る７月２９日に行われました議会研修会は、朝日新聞 編集・論説委員の坪井ゆづる氏から

「地殻変動する政治」と題して、講演がありました。 

 ７月１１日に行われました参議院議員選挙の結果を踏まえ、今回の選挙は一体だれが勝ったの

か、今後、衆議院と参議院の「ねじれ」をどのように乗り越えるのか、民意の求めているものは

何かなど、論説委員としての豊富な情報をもとに、現在の政局、政治情勢の解説をしていただき

ました。 

 議員各位には関心の高い演題でもあり、多くの質問も出されましたが、今後の政局の動きにつ

いては、注意が必要と改めて認識させられた研修となりました。 

 研修会には多くの方の御出席をいただき、盛会裏に終了することができました。心からお礼を

申し上げます。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 
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────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

○議長（城 美津夫君）  日程第４、行政報告を行います。町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  おはようございます。本日、平成２２年第３回日出町議会定例会を開催

するに当たり、御通知申し上げましたところ、議員の皆様には何かと御多忙のところ、御出席を

賜り、御審議をいただきますことに対しまして、厚く御礼を申し上げます。 

 それでは、行政報告を申し上げます。 

 まずはじめに、御報告であります。 

 副町長、今宮礼二氏は７月３１日付で辞任いたしました。 

 今宮礼二氏は、昭和４９年に町職員となり、町職員としては３１年間の勤務でありましたが、

平成１６年１０月、私が町長に就任してすぐ助役に就任願い、以後、助役、副町長として約５年

１０カ月にわたり、一緒に町政を進めてまいりました。 

 しかし、春先より体調がすぐれず、このままでは町に迷惑をかけ、また、これから公務を全う

していくことは難しいとしての辞意であり、７月１５日付で正式に退職願が出されまして、本人

の意思も固く、７月３１日付で辞職を承認いたしました。 

 顧みますと、町長に就任して早々に独自のまちづくりを行うことになりましたが、当面の財政

危機を乗り切るために行財政改革プランの策定や諸施策の推進に取りかかりました。この中で、

今宮礼二氏は行政経験を活かした終始誠実で熱意ある態度で仕事に取り組まれ、多大の御尽力を

いただきました。おかげをもちまして、一定の成果を上げ、町政は順調な経過をたどっておりま

すが、この間の氏の御功績に対し、深く敬意を表し、感謝申し上げます。 

 後任の人事につきましては、いずれ議会の皆様に御相談申し上げ、進めてまいりたいと考えて

おります。議会の皆様の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、糸ヶ浜ビーチフェスタについてであります。 

 ７月２５日、夏のイベントとして定着しております「糸ヶ浜ビーチフェスタ２０１０」を糸ヶ

浜海水浴場において開催いたしました。絶好の好天に恵まれ、福岡市をはじめ福岡県内の各市や

大分市、別府市、佐伯市等から１,５００人余りの来場者のもと、ビーチバレーボール競技をは

じめ、ビーチフラッグス、ビーチ水鉄砲の各種目で熱戦が繰り広げられました。 

 また、干潮となった砂浜ではサンドアートも開催され、家族連れのチームの参加で盛り上がっ

ておりました。各種目別の入賞チームには、町内の各協賛事業所からの賞品や町内農産品等が贈

られ、好評を得たところであります。 

 当日をはじめ、準備段階から企画運営に御尽力を賜りました関係各団体や糸ヶ浜海浜公園の管

理組合の皆様にお礼を申し上げます。 
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 次に、高校跡地利活用事業提案に係る協定書調印についてであります。 

 高校跡地は、平成９年の県立日出暘谷高校の移転以後、その有効利用が重要な課題となってお

りました。 

 平成２０年度には事業提案の公募を実施しましたが、景気悪化の状況もあり、応募がありませ

んでした。その後、個々の企業ごとに提案について話をしてまいりましたが、オリックス株式会

社の提案がおおむね日出町の考えとも合致することから、高校跡地利活用事業提案募集審査委員

会の意見を求め、また議会の皆様にも説明をさせていただき、御理解をお願いいたしたところで

あります。 

 その後、オリックス株式会社と事業計画書、賃貸契約等について細部にわたって協議を重ねる

中で合意を見ましたので、８月２６日に立地協定書の調印を行ったところであります。 

 今後は、協定書に基づき関係者及び関係各課と協議を十分行い、開業に向けての作業が計画ど

おり進むよう努めてまいります。 

 開業後、雇用の創出や中心市街地の活性化に寄与することを期待しております。 

 また、道路を挟んだ隣接地についても、ビジネスホテルの話があり、早期に立地が決まること

を期待しております。 

 次に、高齢者の所在不明問題についてであります。 

 １００歳以上の高齢者の所在不明が各地で明らかになっていますが、日出町におきましては

１００歳以上の方は９名で、全員の所在が確認できています。 

 日出町では、毎年９月の敬老の日を前に、７７歳、８８歳になられた方々には、喜寿、米寿の

お祝い品をお贈りいたしております。９０歳以上の方には管理職の職員、９５歳以上は町長が敬

老の日を前にして、お祝い品を持って慶賀訪問をしています。また、１００歳を迎える方には、

１００歳の誕生日に賞状並びにお祝い品を持って慶賀訪問を行っています。 

 高齢者の所在確認についてでありますが、喜寿、米寿の該当者にはお祝い品を配送でお送りい

たしておりますので、面会による所在確認はできていません。 

 また、９０歳以上の方につきましては、自宅または病院、施設にまでお伺いしてお渡ししてい

ますが、家族の都合や本人の体調で面会できない場合もあります。 

 今年度は、できるだけ本人と面会し、面会できない場合は家族に近況をお聞きすることなどを

関係職員には指示をいたしております。 

 一方、住民登録はされていないが、戸籍上は生存している高齢者の問題についてでありますが、

日出町においては１２０歳以上の方が１４名で、最高齢は１２５歳となっています。 

 このような形で高齢者が残っている原因としましては、死亡届がなされていないためでありま

すが、その理由として、戦争・震災等により死亡したにもかかわらず、身寄りがなかったため、
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あるいは海外に移住したため届け出がなされていないということが考えられます。また、身元不

明者として亡くなっているということも考えられます。 

 戸籍については、行政事務に直接影響を与えるわけではありませんが、高齢により生存が考え

られない方については、１２０歳をめどに適宜確認を行い、法務局の許可を得ながら除籍処理を

行いたいと考えております。 

 次に、国勢調査の実施についてであります。 

 １０月１日に、５年ごとに行われる国勢調査が実施されます。国勢調査の調査結果は、地方交

付税の算定など各種行政施策の策定に利用される重要な調査であります。このため、６月１日に

町長を本部長、すべての課長を本部員とする国勢調査日出町実施本部を立ち上げ、準備を進めて

いるところであります。調査員１２５名、指導員１６名体制で日出町の全世帯を調査します。調

査員には、地域にお住まいの一般の方を中心にお願いし、１人当たり１００世帯前後を調査いた

します。 

 ７月末現在の住民基本台帳人口は２万８,６０５人であり、前回の国勢調査から増加するもの

と思われますが、調査漏れのないよう正確な調査に努めてまいりたいと考えております。 

 以上、甚だ簡単でありますが、行政報告とさせていただきます。 

○議長（城 美津夫君）  行政報告が終わりました。 

 地方自治法１２１条の規定により、町長ほか関係職員の出席を求めましたので、御報告します。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．委員長報告 

○議長（城 美津夫君）  日程第５、委員長報告を行います。 

 平成２２年第２回定例会において閉会中の審査に付された所管事務調査の結果について、報告

を求めます。 

 総務常任委員会委員長 森昭人君。６番、森昭人君。 

○総務常任委員長（森  昭人君）  それでは、総務常任委員会の閉会中の審査について御報告を

申し上げます。 

 当委員会は、８月６日、関係課長に出席を求め、町長同席、委員全員出席のもとコミュニティ

バスの運行と第２次行財政改革プランについて所管事務調査を行いました。 

 まず、コミュニティバスの運行についてであります。 

 今回、１１時３０分役場発のバスに実際に乗車し、実地検証をいたしました。当日この第２便

の利用者は通院、買い物等で高齢者が６人、福祉センター児童館利用の親子、下校の小学生４名、

計１２名でありました。 

 平成２１年度のバス利用者は、合計で３,０１２人、１日平均で１２.４５人と、路線維持の補
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助金受給バスと比べると、利用者は多いのですが、発着便によっては、日平均１人を下回る状況

もあります。 

 これまでたびたび一般質問でも取り上げられておりますが、多くの町民の皆さんに利用してい

ただけるよう、特に今回目刈地区の利用者の不便を考えて、目刈地区中心部を試しに運行してみ

ましたが、今後改善に向け努力するよう要望をしたところであります。 

 次に、第２次行財政改革プランについてであります。御承知のとおり日出町はさまざまな改革

により、財政運営においては危機的状況は回避され、これまでの行財政改革プランは一定の成果

を上げております。 

 第２次プランでは、新たな手法と発想で、町民の皆さんと行政の新しい関係を構築するととも

に、効果的な行政運営体への転換を図るとして策定されております。 

 特に職員の意識改革と人材育成は突起され、その成果が期待されているところでありますが、

このことも含めて、財政的な改革目標金額を列挙したさきのプランとは異なり、その過程や成果

は判断しづらいと考えます。 

 今後も緊張感を持って改革を推し進め、町民の皆さんにもしっかり伝わるよう年度ごと、ある

いは中期での報告の形を整え、検証と評価ができるよう指摘をしたところであります。 

 そのほか、総務、財政、会計課から所管事項について報告がありましたが、税務課から国民健

康保険税の納税通知書未発送の問題について、この件につきましては全員協議会で報告と謝罪を

受けておりますが、経緯と前後策について改めて報告を受け、委員からの厳しい意見の中、協議

をしたところであります。 

 最終報告では、原因を究明し、再発防止策の具体策も提示されましたが、今後このようなこと

がないよう緊張感を持って事務に当たり、町民の皆さんの信頼を回復するよう強弁したところで

あります。 

 以上、甚だ簡単でありますが、総務常任委員会の報告を終わります。 

○議長（城 美津夫君）  次に、産業建設常任委員会委員長 熊谷健作君。１２番、熊谷健作君。 

○産業建設常任委員長（熊谷 健作君）  それでは、産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査

について御報告を申し上げます。 

 まず、７月２６日に高校跡地の利活用についてということで委員会を開きました。これは、公

募に応じた２つの企業が、暘谷駅・高校跡地利活用事業提案募集審査委員会で提案されますので、

委員として委嘱された私が担当委員会としての意思を確認するため、委員の方々にお集まりいた

だいたものであります。 

 執行部より、企業の事業的な内容や進出条件等の説明があり、委員からの質疑を重ねて討議し

ました。執行部退席後に各委員から改めて意見をいただき、次の２つの点の質問を託されました。 



- 11 - 

 １点目は、協議締結時に決定した借地料の更新について。２点目は、グラウンド部分の使用は

今後可能であるかでありまして、その後の審査委員会で質問し、答弁をいただきました。 

 なお、審査委員会に地元区長の出席をお願いしてはという提案に対し、すぐに反応していただ

き、当日地元の２名の区長の出席を得られたことは評価されると思います。 

 次に、８月５日、前定例会の委員長報告でしました的山荘の文化財指定の件と口蹄疫対策等を

中心に、町長の見解並びに担当課からの報告を受けました。 

 的山荘の文化財指定の件につきましては、前定例会中の委員会では、町長より町の文化財にと

どめたい旨の発言があったと報告しましたが、改めてお聞きしましたところ、生涯学習課では

国・県の指定に向け、現在鋭意努力中であり、指定を受けるまでに３年から５年はかかるという

ことで、必然的にそれまでの間、町の指定だけの期間が続くということでありました。 

 前回の委員会での町長の説明不足か我々委員の理解不足かはわかりませんが──私は前者だと

思いますが、これで文化財に関する指定の疑問は一応氷解しました。 

 また、的山荘の利活用について、設置条例を今定例会に提出し、指定管理者を提案募集したい

ということで今回議案として出されておりますので、しっかりと当委員会で審査させていただき

ます。 

 次に、口蹄疫対策について、農林水産課より一連の防止策を時系列に従って説明していただき

ました。何事もなく終結しましたが、その対応については、迅速かつ適切であったと思われます。 

 以上であります。 

○議長（城 美津夫君）  次に、社会厚生常任委員会委員長 上野公則君。７番、上野公則君。 

○社会厚生常任委員長（上野 公則君）  社会厚生常任委員会の報告をさせていただきます。 

 社会厚生常任委員会は、閉会中の４月１５日、委員全員出席のもと、石尾教育長、木付教育総

務課長、宇都宮学校給食共同調理場所長に同行を求めて、由布市学校給食センターへ行政視察を

行ったので、その御報告をいたします。 

 日出町学校給食共同調理場の施設は、昭和５９年に建築し、築２６年が経過しております。現

在、建物の老朽化が進み、施設内の修理や管理に多額の費用が必要とされています。衛生管理状

況についても、平成２１年４月１日に学校給食法の衛生管理基準が改正されたことから、現在の

調理場の施設では基準を満たせない部分があり、子供たちの学校給食が安全で安心して受けられ

るような施設の改善が求められております。 

 由布市の学校給食センターは、平成２１年９月に建築され、完全ドライシステムの施設として

稼動しており、日出町と食数の規模も近いことから、施設の改修または建てかえの参考となるこ

とが多いため、研修視察地といたしました。 

 現地では、日出町出身である由布市議会の渕野議長を初め、関係の職員から温かい歓迎と親切
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丁寧な説明をいただきました。 

 由布市の学校給食センターは、食材の検収室、下処理室、調理室、洗浄室が区分されており、

衛生管理の面では特に徹底され、調理室ではアレルギー室が、あえもの室と明確に壁で仕切られ

ているため、そのほかの食材からの汚染が防止されております。食器の洗浄では、コンテナ、食

缶、食器をそれぞれ洗浄し、食器についてはコンテナ内でコンテナ、食器両方の殺菌・保管がさ

れるため、労力の省力化が図られています。 

 地産地消では、食材の２０％の食材を地元から購入しており、給食費については地区の給食委

員が徴収し、滞納も非常に少ないようです。調理員の勤務体制も嘱託職員、臨時職員それぞれに

調理師の免許の有無で多少の給与の差がついておりますが、調理員の勤務についても代替職員を

有し、職員に事故があったときはすぐに対応できるよう余裕を持った勤務となっております。 

 日出町の施設は学校給食安全基準を十分満たしていない部分が多く、施設内外の異物混入等に

十分な対策をとることが困難であり、また施設内が厨房機器で手狭になっていることもあり、早

急な施設の改善、または建てかえが求められております。 

 次に、８月１７日、委員、教育委員全員出席のもと、教育委員との意見交換会を行いました。

まず最初に、藤井教育委員長より、日出町教育の現状と課題についての説明を受けました。特に

学校施設の耐震診断、耐震補強について、学力向上の対策について、教職員の意識改革について、

社会教育の充実についての以上４つのポイントについて詳しく説明を受け、次に石尾教育長より、

教育委員会の報告事項ということで大分県学力基礎基本の定着状況調査について、２学期制につ

いての説明を受け、意見交換会に入りました。 

 意見交換会では、夏休みに行うミニコン、地区コン、国旗・国歌の問題、２学期制、学力向上、

文化財の問題等々、活発な意見が交わされました。 

 今後とも議会と教育委員ともに連携をとりながら、日出町の子供を見守っていこうということ

で会を閉じました。 

 以上で、社会厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（城 美津夫君）  次に、議会報編集特別委員会委員長 森昭人君。６番、森昭人君。 

○議会報編集特別委員長（森  昭人君）  議会報編集特別委員会の御報告を申し上げます。 

 議会報編集特別委員会は、閉会中の７月１２日、２０日の２回委員会を開催いたしまして、議

会だより第８１号の編集を行い、７月２８日に全戸配布いたしたところであります。 

 また、８月２５日、２６日に、全国町村議会議長会主催の第７２回町村議会広報研修会に委員

全員で参加いたしましたので、その概要を御報告申し上げます。 

 全国の町村議会から５００人を超える広報編集委員、議会事務局職員が参加し、開催されまし

た。初日は武庫川女子大学教授で言語文化研究所 所長佐竹秀雄氏による「わかりやすい文書表
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現・表記」について、株式会社宣伝会議 編集室長田中里沙氏による「読まれる広報誌の作り

方」について講演をいただきました。 

 ２日目は、エディター・城市創事務所 代表の城市創氏による全国１５町の議会だよりを実際

に見開きながら行う議会広報クリニックで勉強をいたしました。 

 ２日間とも先生方から議会だより作成に当たって、基本姿勢、表現の仕方、紙面構成のあり方

についてアドバイスをいただき、いかに町民の皆さんに読んでもらえるか。読者である町民の皆

さんに理解され、親しまれる紙面をいかにつくっていくか、貴重な御指導をいただきました。 

 今後の議会だよりの発行に活かしていきたいというふうに考えております。 

 なお、詳細につきましては、お手元にお配りしてあります研修報告書を御参照いただきたいと

思います。 

 以上で議会報編集特別委員会の報告を終わります。 

○議長（城 美津夫君）  次に、議会改革調査特別委員会委員長 笠置久夫君。１５番、笠置久夫

君。 

○議会改革調査特別委員長（笠置 久夫君）  議会改革調査特別委員会の御報告を申し上げます。 

 議会改革調査特別委員会は、閉会中の８月３日に全委員出席のもと委員会を開催いたしました

ので、その概要を御報告いたします。 

 特別委員会設置後、初めての開催でありましたので、議会改革調査の今後の進行方法について

も協議を行いました。各委員会からさまざまな意見が出され、活発な議論が交わされましたが、

まずは議員の皆様方のお考え、御意向をお聞きし、改革項目としての調査、集約した上で今後の

協議に資するべきと結論に達しましたので、皆様の御承知のとおり、全議員を対象にした改革項

目のアンケート調査を行いました。現在次期委員会の資料として活用するため、事務局において

アンケート結果の集計をいたしているところであります。 

 以上で、議会改革調査特別委員会の報告を終わります。 

○議長（城 美津夫君）  以上で委員長報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

質疑・討論・採決 

○議長（城 美津夫君）  これより委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  なければ質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  なければ討論なしと認め、これで討論を終わります。 
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 お諮りします。ただいま報告のありました各常任委員会及び特別委員会における審査及び調査

の件は、委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、各常任委員会及び特別委員会におけ

る審査及び調査の件は、委員長の報告のとおり決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第３９号 

日程第７．議案第４０号 

日程第８．議案第４１号 

日程第９．議案第４２号 

日程第１０．議案第４３号 

日程第１１．議案第４４号 

日程第１２．議案第４５号 

日程第１３．議案第４６号 

日程第１４．議案第４７号 

日程第１５．議案第４８号 

日程第１６．議案第４９号 

日程第１７．諮問第１号 

日程第１８．認定第１号 

日程第１９．認定第２号 

日程第２０．報告第４号 

日程第２１．報告第５号 

提案理由の説明 

○議長（城 美津夫君）  日程第６、議案第３９号平成２２年度日出町一般会計補正予算（第

２号）についてから、日程第２１、報告第５号地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ

く資金不足比率の算定についてまでの議案１１件、諮問１件、認定２件、報告２件を一括上程し、

議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  それでは、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今期定例会に御提案申し上げ、御審議いただきます議案１１件、諮問１件、認定２件、報告

２件につきまして、順次その概要を御説明申し上げます。 

 まず、議案第３９号平成２２年度日出町一般会計補正予算（第２号）についてであります。補
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正をいたしました額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ３億１,６７２万円を追加し、補

正後の予算総額を９０億２,３６８万２千円とするものであります。 

 今回措置いたしました歳出予算の主な内容につきまして御説明申し上げます。 

 まず、総務費では、地域通貨事業におきまして、地域通貨利用者の利便性を確保し、利用拡大

を図るため、現在の住基カードから紙幣型地域通貨へ移行するための予算を計上しております。 

 また、来年７月より完全移行となります地上デジタル放送の難視聴地域の解消を図るため、大

神八代地区に対し、「共聴施設整備事業補助費」を新規に計上しております。財産管理費につき

ましては、将来における財政負担に対処するため、財政調整基金及び減債基金への積立金を計上

しております。 

 民生費では、子育て支援の一環として、「日出町児童館」の利活用のため、子育て支援拠点事

業委託費を増額計上し、また無認可保育施設に通う園児や施設職員に対する補助費を新規に計上

しております。 

 高齢者福祉では、国・県の補助金を活用して、老健施設「すずらん」のスプリンクラー整備の

補助費を計上したほか、緊急雇用創出事業として、地域福祉におけるコミュニティー活動を活性

化するため、「地域サロン」の普及を目指した地域支え合い活動・子育て支援事業費を計上して

おります。 

 また、保健福祉センターの管理費におきまして、エアコン・畳がえ等の修繕費を計上しており

ます。 

 衛生費では、妊婦健康診査の公費負担拡充に伴いまして、妊婦・乳幼児健康診査の委託費及び

県外受診の助成費を追加計上しております。 

 農林水産業費では、きゅうりハウスの新設を助成する「ブランドを育む園芸産地整備事業」に

おきまして、農家負担の軽減を図るため、町補助分を増額計上しております。 

 また、平成２１年度より開始した「飼料米推進交付金事業」におきまして、作付面積の拡大に

伴い、推進交付金を増額計上するとともに、飼料米生産者の供給体制整備を目的として、籾粗選

機の導入補助費を新規に計上しております。 

 口蹄疫対策としては、家畜市場再開後の子牛市場等の価格低下に対処するため、「畜産経営緊

急安定対策補助費」を新規に計上し、またイノシシ被害対策として、電気柵購入補助費を追加計

上いたしております。 

 商工費では、観光費におきまして、二の丸館の光熱水費等を計上しております。 

 土木費では、昨年度の国の補正予算で措置された「地域活性化公共投資臨時交付金」を積み立

てましたまちづくり基金を財源として、法花寺線、辻の尾千騎線、早水台線等、６路線の道路改

良事業費を新規に計上しております。また、大神瀬ノ上線、鳴川今井線、二本榎弥四郎線の各道
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路改良事業につきましては、整備促進のため工事請負費等を追加計上しております。 

 まちづくり交付金事業では、高校跡地の企業立地に伴いまして、調査設計委託費から排水路整

備工事費への組み替えを行っております。 

 また、河川改良費におきまして、豊岡西区の琴釣川周辺整備事業費を計上しております。 

 消防費では、防火水槽のふたかけに要する修繕費及び消防団員の被服費を計上しております。 

 教育費では、事務局費で小中学校のネットワーク整備のため、校務用センターサーバー等の備

品購入費を新規に計上したほか、小中学校の管理費で、学力検査採点集計作業の手数料等を追加

計上しております。また、児童生徒の学習環境整備のため、各小中学校の修繕費、充実備品購入

費等を増額補正しております。 

 文化財保護費では、致道館の門の補修費及び大サザンカの手入れ、裏門やぐらの展示ケース購

入費、文化財資料の複製委託費等を計上しております。また、体育施設管理費で、旧喜和屋運輸

グラウンドを多目的グラウンドとして利活用するための改修工事費等を計上しております。 

 給食センター費では、安全安心な学校給食を提供するため、緊急に改善の必要がある施設修繕

費、議品購入費等を追加計上しております。 

 また、今回の補正予算では、各費目におきまして、年度末までに不足となります人件費の追加

補正を行っております。 

 今回の補正予算の財源といたしましては、臨時財政対策債の増額分及び事業実施に伴う国・県

支出金、事業費変更による町債の補正で措置し、財源不足を補うための財政調整基金の繰り入れ

については減額補正して財政調整しております。 

 次に、議案第４０号平成２２年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）についてで

あります。 

 補正をいたしました額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ１,５５９万８千円を追加し、

補正後の歳入歳出予算の総額を２８億９,０６４万２千円とするものであります。 

 補正をいたしました主な内容は、歳出で、一般被保険者及び退職被保険者の療養給付費高額療

養費等の不足額と平成２１年度療養給付費負担金の償還金を増額補正し、後期高齢者支援金、老

人保健医療費拠出金等を決定額に基づき減額補正しております。 

 歳入につきましては、療養給付費交付金、前期高齢者交付金等の交付決定分を調整し、平成

２１年度決算に基づく繰越金で措置しております。 

 次に、議案第４１号平成２２年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について

であります。 

 補正をいたしました額は、既定の予算の総額から歳入歳出それぞれ７３８万４千円を減額し、

補正後の歳入歳出予算の総額を７億９,２７１万４千円とするものであります。 
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 補正をいたしました主な内容は、歳出で公共下水道事業国庫補助分の汚水幹線工事費を減額し、

浄化センター管理費におきまして、屋根の漏水修繕費、職員人件費の不足分等を追加計上してお

ります。 

 歳入につきましては、国庫補助金、公共下水道事業債を減額した上、一般会計からの繰入金に

より財源調整しております。 

 次に、議案第４２号平成２２年度日出町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につい

てであります。 

 補正をいたしました額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ１３６万６千円を追加し、補

正後の歳入歳出予算の総額を３,６０７万５千円とするものであります。 

 補正をいたしました内容は、歳出の浄化センター管理費におきまして、マンホールポンプ修繕

費、職員人件費の不足分を計上し、歳入におきまして、資本費平準化債の増額分を計上した上、

一般会計からの繰入金により財源調整しております。 

 次に、議案第４３号平成２２年度日出町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につい

てであります。 

 補正をいたしました額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ７９万円を追加し、補正後の

歳入歳出予算の総額を３,８０５万円とするものであります。 

 補正をいたしました内容は、歳出の浄化センター管理費におきまして、浄化センター非常通報

装置等の修繕費、職員人件費の不足分を計上し、歳入におきまして、一般会計からの繰入金によ

り財源調整しております。 

 次に、議案第４４号平成２２年度日出町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてであり

ます。 

 補正をいたしました額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ１,７６５万１千円を追加し、

補正後の歳入歳出予算の総額を２１億５,９９７万６千円とするものであります。 

 補正をいたしました主な内容は、歳出で高額医療合算介護サービス費負担金、平成２１年度精

算に伴う国・県支払い基金への過年度償還金、職員人件費の不足分等を追加計上しております。 

 歳入につきましては、平成２１年度決算に基づく繰越金を計上し、国・県・町の負担金、支払

基金交付金を調整した上、予備費により財源調整しております。 

 次に、議案第４５号平成２２年度日出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

であります。 

 補正をいたしました額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ１０５万８千円を追加し、補

正後の歳入歳出予算の総額を２億６,７３０万３千円とするものであります。 

 補正をいたしました内容は、歳出で後期高齢者医療広域連合納付金の不足分を計上し、歳入で
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平成２１年度決算に基づく繰越金を計上した上、予備費により財源調整しております。 

 議案第４６号平成２２年度日出町水道事業会計補正予算（第１号）についてであります。 

 収益的支出では、子ども手当等の給与費が配水及び給水費で３９万円、業務総係費で３４３万

９千円の増、また受託工事費を８０万円増額し、予備費を４６２万９千円減額しております。 

 資本的支出につきましても、施設改良費において、子ども手当２６万円を増額しており、増額

分については建設改良積立金で補てんいたします。 

 次に、議案第４７号日出町的山荘の設置及び管理に関する条例の制定についてであります。 

 歴史的・文化的にも価値の高い的山荘が町有財産となったことに伴い、暘谷城趾周辺の歴史的

環境を保全する上で、その中心的役割を担う的山荘を永く後世に守り伝えるとともに、常に良好

な状態で管理し、有効に活用するため、日出町的山荘の設置及び管理に関し、必要な事項を定め

るものであります。 

 次に、議案第４８号議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正

についてであります。 

 地方公務員災害補償法の改正に伴い、通勤の範囲が拡大されたため所要の改正を行うものであ

ります。また、障害者自立支援法及び刑事施設及び受刑者の処遇等に関する法律の施行に伴い、

文言表現などについて所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第４９号字の区域の変更についてであります。 

 平成１６年度から大分県が施行しました中山間地域整備事業杵築速見２期地区大久工区の圃場

整備事業によりまして、整備後の土地区画に合わせまして隣接します杵築市山香町大字広瀬字大

丸と速見郡日出町大字藤原字後川との字の区域を変更するものであります。 

 次に、諮問第１号人権擁護委員の候補者の推薦についてであります。 

 現在、同委員として就任していただいております日出町２７６９番地、岩﨑昭弘氏の任期が平

成２２年１２月３１日で満了になりますので、後任者として日出町２５８６番地１３、藤井享子

氏、昭和２４年５月２８日生まれを推薦いたしたいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定に

より、議会の皆様の御意見を求めるものであります。 

 認定第１号平成２１年度日出町一般会計歳入歳出決算、国民健康保険特別会計、簡易水道特別

会計、公共下水道事業特別会計、老人保健特別会計、日出土地区画整理事業特別会計、漁業集落

排水事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、介護保険特別会計及び後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算の認定についてであります。 

 一般会計につきましては、歳入決算額９０億６,２０７万７,１８２円、歳出決算額８８億

９,０７４万９４９円となり、平成２０年度決算と比較いたしますと、歳入で１３.０％、歳出で

は１３.４％の大幅な増加となりました。 
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 決算規模の主な増加要因としましては、歳入では、地方交付税の増加、また定額給付金給付事

業等に対する国庫支出金、臨時財政対策債を含む地方債の大幅な増加が上げられます。 

 歳出では、定額給付金給付事業や地域活性化臨時交付金を活用した事業の実施により、投資的

経費を始めとして、物件費、補助費等が大幅に増加したことが要因となっております。 

 歳入につきましては、町税の決算額が景気低迷の影響を受けまして、前年度に比べ４.９％の

減少となりました。個人町民税、法人町民税、固定資産税の主要３税がいずれも減少しており、

町税全体の決算額は、平成１６年度以来５年ぶりの低水準となっております。 

 町税とともに、歳入の大きな柱である地方交付税につきましては、前年度に比べ、６.８％の

増加となりました。これは普通交付税の算定におきまして、基準財政収入額の減少が主な要因で

あります。歳入全体で見ますと、町税の減収分を地方交付税の増加により、ほぼ補った形となっ

ております。 

 歳出につきましては、投資的経費が決算額１１億１,３０７万３千円、前年度に比べ１２０.６％

の大幅な増加となっております。これは、的山荘購入事業費、まちづくり交付金事業費の大幅な

増加、また地域活性化臨時交付金を活用した事業として、川崎運動公園整備事業、太田豊岡駅前

線舗装改修事業等に積極的に取り組んだ結果であります。 

 義務的経費につきましては、前年度に比べ、２.９％減少となりました。 

 義務的経費の内訳では、人件費が２.０％の減少となり、うち職員給につきましては５.１％の

減となっております。扶助費につきましては、障害者介護給付費等の増加により４.９％の増加。

また、公債費につきましては１４.０％の減少となっておりますが、これは前年度におきまして、

多額の補償金免除繰上償還を実施したためであります。 

 歳出決算額のうち、物件費については３２.３％、補助費等についても３７.９％と、前年度に

比べ、それぞれ大幅な増加となっております。これは、定額給付金給付事業、緊急雇用創出事業、

地域活性化臨時交付金事業等、特定財源を最大限活用した事業展開を実施した結果であります。 

 決算収支につきましては、「形式収支」「実質収支」「単年度収支」「実質単年度収支」いず

れも黒字を計上することができました。また、財政指標を見てみますと、財政の弾力性を示す数

値であります経常収支比率は８９.７％となり、前年度に比べ２.８ポイント改善し、財政力に対

する公債費の負担割合を示す実質公債費比率についても１２.０％と０.９ポイント改善しており

ます。このように平成２１年度決算につきましては、収支の状況、財政指標ともにおおむね良好

に終了することができました。 

 現在の地方財政は、地方交付税などの原資となる国税収入が減少する一方で、少子高齢化に伴

う社会保障関連経費が増大するといった、構造的に見ても極めて厳しい環境に置かれております。

また、景気や雇用情勢の悪化といった外部環境の変化に的確に対応した行財政構造の改革が必要
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となっております。 

 今後につきましては、町民の要望を適切にとらえ、説明責任を十分に果たすとともに、財政運

営に当たりましては、町税収入の確保、受益者負担の適正化など、財源確保に努めてまいります。

また、施策の見直し、選択、集中を行い、限られた財源の重点的配分と経費支出の効率化に努め

てまいりたいと考えております。 

 議会の皆様には、今後とも、なお一層の御指導、御協力を賜りますようお願い申し上げる次第

であります。 

 次に、各特別会計の決算につきまして御説明申し上げます。 

 まず、国民健康保険特別会計でありますが、歳入決算額で２７億８,２９６万２０５円、歳出

決算額２７億４,４１９万７,１５８円で、実質収支は３,８７６万３,０４７円となっております。 

 歳入につきましては、国民健康保険税収入額は前年度に比べ３,０３９万６千円の減少、現年

度分の収納率につきましては、前年度を０.８％下回る８８.６％となっております。医療制度改

革により、前期高齢者交付金が１４.６％の大幅な増額となった一方で、退職者医療の財源であ

ります療養給付費交付金は４５.６％の大幅な減少となっております。 

 また、一般会計からの繰入金については、前年度に比べ７.０％減の１億４,２７４万１千円と

なっております。 

 歳出につきましては、保険給付費が１.５％増加し、１９億２,９７６万１千円となっておりま

す。医療制度改革により生じた後期高齢者支援金が１０.３％の増加となっており、また平成

２０年度より開始された特定健康診査事業につきましては、受診率３９.５％、特定保健指導実

施率４１.３％となっております。 

 医療費の高騰は、国保財政のみでなく、町財政の悪化にもつながり、その抑制は最大の命題で

あります。 

 医療費増加の主な原因であります生活習慣病患者の重症化抑制のため、特定健診保健指導事業

や個別の健康保健指導を柱とした積極的な保健事業の推進で医療費の適正化に努めてまいります。

また、保険制度への理解と協力を求める広報、啓発活動を強化し、国保税収納率の向上に努め、

長期的な視野に立って、国保の健全運営に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、簡易水道特別会計でありますが、決算額は歳入歳出ともに１,１８９万４,６３３円とな

っております。 

 歳入につきましては、使用料収入が前年度に比べ２.５％の減となり、一般会計からの繰入金

は２７６万２千円となっております。 

 歳出の主な内容につきましては、豊岡簡易水道及び南端簡易水道の維持管理費のほか、南端簡

易水道事業におきまして、目刈地区配水管布設取替工事を実施しております。 
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 次に、公共下水道事業特別会計であります。 

 歳入決算額７億８,８８６万８,９７６円、歳出決算額７億８,７６１万８,９７６円で、歳入歳

出差引額の１２５万円については、翌年度繰越財源となっております。 

 主な歳入の前年度対比は、受益者負担金が４０.５％の減、使用料収入が１４.２％の増、公共

下水道事業債が借換債の減少により５６.７％の減、一般会計からの繰入金につきましては１億

８,７７２万４千円で１５.４％の減となっております。 

 歳出の主な内容につきましては、浄化センター及び須崎ポンプ場の維持管理費、管渠等の施設

整備費、町債の元利償還金などであります。 

 平成２１年度の事業として、上仁王地区、内野地区等の汚水幹線布設工事を実施した結果、供

用面積は６.８ヘクタール増加して４４５.６ヘクタールとなりました。 

 平成２１年度末現在、処理人口は１万４,３９９人、普及率５０.４％、水洗化人口は１万

１,２７６人、水洗化率７８.３％となっております。 

 次に、老人保健特別会計であります。 

 決算額は、歳入歳出ともに２,４２６万４,１２６円となりました。医療制度改革により平成

２０年４月以降、老人保健制度から後期高齢者医療制度へと移行したため、決算額は前年度に比

べ９２.６％の大幅な減となっております。 

 平成２１年度の歳出につきましては、月遅れ請求分の医療給付費と前年度の精算による償還金

が主なものであります。 

 次に、日出土地区画整理事業特別会計であります。 

 決算額は、歳入歳出ともに３,７８８万６,９４２円となっております。 

 清算事務のみの特別会計となっておりますので、歳入では、清算徴収金と一般会計繰入金、歳

出では借入金の元利償還金のみとなっております。 

 次に、漁業集落排水事業特別会計であります。 

 決算額は歳入歳出ともに５,６４３万３,７０５円となっております。 

 歳出の内容といたしましては、浄化センターの運転管理等の維持管理費、町債の元利償還金等

であります。平成２１年度末の処理人口は８８１人、水洗化人口７６２人、水洗化率は８６.５％

となっております。 

 次に、農業集落排水事業特別会計であります。 

 決算額は、歳入歳出ともに３,５３５万４,８０２円となっております。 

 歳出の内容といたしましては、浄化センターの運転管理等の維持管理費、町債の元利償還金等

であります。 

 平成２１年度末の処理人口は９０３人、水洗化人口は７０９人、水洗化率は７８.５％となっ
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ております。 

 次に、介護保険特別会計保険事業勘定であります。 

 決算額は、歳入２１億３,３７４万２,４３３円、歳出２１億１,９７８万６,７９６円、実質収

支は１,３９５万５,６３７円となっております。 

 歳出のうち、保険給付費は、前年度と比較して７.０％の増、介護予防事業費などの地域支援

事業費は１９.１％の増となっております。 

 保険給付費の内訳では、居宅介護サービス給付費が１４.６％の増、地域密着型介護サービス

給付費が１５.５％の増と、前年度に比べ大幅に増加しております。 

 歳入では、介護保険料収入が前年度と比較して０.２％の増、国・県支払基金からの負担金交

付金は２.６％の増、一般会計からの繰入金については５.７％の増の２億８,２０５万５千円と

なっております。 

 介護保険給付費の顕著な伸びは、医療費の高騰とともに町財政を圧迫する要因となり、その適

正化に努めることは今後の大きな命題であります。 

 平成２０年度に策定しました第４期介護保険事業計画に基づきまして、介護予防を重視した公

平公正、そして安定した介護保険事業となるよう努めてまいりたいと考えております。 

 次に、介護保険特別会計サービス事業勘定であります。 

 この会計につきましては、地域包括支援センターの包括的支援事業や介護予防支援事業を保険

事業勘定と区分したものであります。決算額は歳入歳出ともに１,４４１万６,８４０円となって

おります。 

 歳出の内容につきましては、介護予防専門員報酬、介護予防ービス計画委託費などであります。 

 歳入につきましては、介護予防給付費収入と一般会計からの繰入金となっております。 

 最後に、後期高齢者医療特別会計であります。 

 決算額は、歳入２億４,０６５万１,７１８円、歳出２億３,９５９万２,８１８円、実質収支は

１０５万８,９００円となっております。 

 歳出の内容は、後期高齢者医療広域連合への納付金、一般管理費等であり、歳入では、後期高

齢者医療保険料、一般会計からの繰入金などとなっております。 

 後期高齢者医療制度は、国において制度改正の検討が進められており、平成２５年４月より新

しい高齢者制度に移行する予定となっております。 

 現在、市町村事務としては、保険料徴収と制度の周知広報、保険給付の申請受付事務を行って

おりますが、今後は保険料収納率の維持向上に努めてまいりたいと考えております。 

 以上、平成２１年度決算の概要を申し上げましたが、地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、監査委員の意見書を付して提出いたしておりますので、御認定いただきますようお願い申し
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上げます。 

 認定第２号平成２１年度日出町水道事業会計決算の認定及び利益剰余金の処分についてであり

ます。 

 平成２１年度の収益的収入総額は３億９,８２３万６,４１８円で、前年度と比較して

１,４５３万６,７４１円、３.５％の減となっています。これは給水収益及び新規加入金の減に

よるものであります。 

 収益的支出総額は３億５,３７６万４,６８４円で、前年度と比較して１９７万６,３０７円、

０.１％の減となっています。この結果４,１３２万３,７７９円の当年度純利益を計上しており

ます。 

 資本的収入及び支出につきましては、収入総額は２９２万５,３５０円、支出総額は１億

５,８１７万９,７１１円となりました。収支不足額の１億５,５２５万４,３６１円につきまして

は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３６９万５,４０６円、現年度分損益勘定

留保資金１億３,３３５万７８３円及び減債積立金１,８２０万８,１７２円で補てんしておりま

す。 

 当年度末の未処分利益剰余金６,１３２万３,７７９円の処分についてでありますが、

２,１３２万３,７７９円を減債積立金に、２千万円を建設改良積立金に、そして残りの２千万円

につきましては翌年度に繰り越しし、今後とも、さらなる経営の健全化・安定化に努めてまいり

たいと考えております。 

 報告第４号地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率の算定について

であります。 

 平成２１年度決算に基づきまして、健全化判断比率の算定を行いましたので、その結果を御報

告申し上げます。 

 実質赤字比率、連結実質赤字比率につきましては、黒字決算でありましたので、数値はござい

ません。 

 実質公債費比率につきましては１２.０％、将来負担比率については７４.１％となっておりま

す。 

 この４つの指標につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づいて、それ

ぞれ早期健全化基準が設けられており、いずれかの数値が基準以上の場合は、財政健全化計画を

定めなければなりません。 

 日出町の場合は、早期健全化基準は、実質赤字比率１４.５２％、連結実質赤字比率１９.５２％、

実質公債費比率２５.０％、将来負担比率３５０.０％となっており、いずれの指標においても、

基準以下の算定数値であったことを御報告申し上げます。 
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 次に、報告第５号地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比率の算定につ

いてであります。 

 資金不足比率とは、公営企業の経営健全化の判断指標であり、各公営企業の資金不足額の事業

規模に対する比率であります。 

 日出町では、水道事業会計、簡易水道特別会計、公共下水道事業特別会計、漁業集落排水事業

特別会計、農業集落排水事業特別会計が対象となります。 

 公営企業における経営健全化基準は、資金不足比率２０.０％以上と定められておりますが、

平成２１年度決算におきまして、各会計とも資金不足額は生じておりませんので、資金不足比率

の数値はございません。 

 以上、健全化判断比率、資金不足比率の御報告を申し上げましたが、地方公共団体の財政の健

全化に関する法律の規定により、それぞれ監査委員の意見書を付して提出いたしております。 

 以上、今期定例会にお願いしました議案１１件、諮問１件、認定２件、報告２件につきまして、

甚だ簡単でありますが御説明申し上げました。何とぞ慎重な御審議を賜りまして、御賛同くださ

いますようお願い申し上げます。 

○議長（城 美津夫君）  提案理由の説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．発議第３号 

○議長（城 美津夫君）  日程第２２、発議第３号決算特別委員会の設置についてを議題といたし

ます。 

 お諮りします。認定第１号並びに認定第２号の２件につきましては、議長並びに監査委員を除

く全議員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託する上、審査することにしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、認定第１号並びに認定第２号の２件

につきましては、議長並びに監査委員を除く全議員で構成する決算特別委員会を設置し、審査す

ることに決定いたしました。 

 お諮りします。ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任につきましては、日出町

議会委員会条例第６条第１項の規定により、議長並びに監査委員を除く全議員を指名したいと思

います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたしました議長並び

に監査委員を除く全議員を決算特別委員会委員に選任することに決定しました。 
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 これより、決算特別委員会委員長及び副委員長の選任を行います。 

 委員長及び副委員長の選任の方法は、日出町議会委員会条例第７条第２項の規定により、決算

特別委員会において互選することになっておりますので、委員長及び副委員長の互選をお願いい

たします。 

 委員長及び副委員長の互選が終わるまで、ここでしばらく休憩をしたいと思います。これに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、しばらく休憩をいたします。 

 会議室へお集まりください。 

午前11時16分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時25分再開 

○議長（城 美津夫君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 決算特別委員会において、正副委員長の互選が行われ、その結果の報告が議長の手元に参りま

したので、御報告いたします。 

 決算特別委員会委員長に佐藤二郎君、副委員長に安部三郎君が互選されました旨の報告があり

ました。 

 以上で、決算特別委員会の設置並びに委員の選任を終わります。 

────────────・────・──────────── 

  散会の宣告 

○議長（城 美津夫君）  以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会したいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、本日はこれで散会することに決定し

ました。 

 これで散会いたします。御苦労さまでした。 

午前11時26分散会 

────────────────────────────── 

 


